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(57)【要約】
【課題】　取り出し時に内視鏡情報が記録されることを
防ぐ内視鏡リプロセッサを提供する。
【解決手段】　内視鏡リプロセッサは、内視鏡情報を収
めた内視鏡情報源を含む内視鏡Ｅを配置する処理槽１１
と、処理槽１１に配置された内視鏡Ｅを再生処理する再
生処理部２１と、内視鏡情報源から内視鏡情報を読み取
る内視鏡情報読み取り部３１と、再生処理部２１および
内視鏡情報読み取り部３１への通電のオン／オフを切り
替える通電部４１と、通電部４１とは別体であり、内視
鏡情報読み取り部３１の読取能力を第１の読取能力、ま
たは、第１の読取能力よりも読取能力の高い第２の読取
能力に、選択的に切替える切替部５１と、を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡情報を収めた内視鏡情報源を含む内視鏡を配置する処理槽と、
　前記処理槽に配置された前記内視鏡を再生処理する再生処理部と、
　前記内視鏡情報源から前記内視鏡情報を読み取る内視鏡情報読み取り部と、
　前記再生処理部および前記内視鏡情報読み取り部への通電のオン／オフを切り替える通
電部と、
　前記通電部とは別体であり、前記内視鏡情報読み取り部の読取能力を第１の読取能力、
または、前記第１の読取能力よりも読取能力の高い第２の読取能力に、選択的に切替える
切替部と、
を含む内視鏡リプロセッサ。
【請求項２】
　前記内視鏡情報源から送られてきた情報を受信する受信部を含み、
　前記読取能力の切替えは、前記受信部の受信感度の切替えにより行われ、
　前記切替部は、前記受信部の受信感度を第１の感度、または、前記第１の感度よりも高
い第２の感度に、選択的に切替えることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッ
サ。
【請求項３】
　前記内視鏡情報読み取り部は、前記内視鏡情報源にエネルギー波を送信する送信部と、
前記内視鏡情報源から返ってきた反射波を受信する受信部とを含み、
　前記読取能力の切替えは、前記送信部の送信出力、または、前記受信部の受信感度によ
り行われ、
　前記切替部は、
　前記送信部の送信出力を第１の出力、または、前記第１の出力よりも高い第２の出力に
、選択的に切替るか、または、
　前記受信部の受信感度を第１の感度、または、前記第１の感度よりも高い第２の感度に
、選択的に切替る
ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項４】
　前記切替部は、
　　前記内視鏡情報読み取り部の読み取り能力を、
　　前記再生処理部の処理が終了してから所定時間は前記第１の読取能力にし、
　　前記所定時間経過後に前記第２の読取能力にすること
を特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項５】
　前記処理槽を覆う蓋と、
　前記蓋の開閉を検知する開閉検知部と、を含み、
　前記切替部は、
　　前記開閉検知部に接続されており、
　　前記内視鏡情報読み取り部の読み取り能力を、
　　前記開閉検知部が前記蓋の開放を検知してから所定時間は前記第１の読取能力にし、
　　前記所定時間経過後に前記第２の読取能力にすること
を特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項６】
　前記処理槽からの前記内視鏡の取り出しを検知するセンサを含み、
　前記切替部は、
　　前記センサに接続されており、
　　前記内視鏡情報読み取り部の読み取り能力を、
　　前記センサが前記内視鏡の取り出しを検知してから所定時間は前記第１の読取能力に
し、
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　　前記所定時間経過後に前記第２の読取能力にすること
を特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項７】
　前記センサは、前記内視鏡の動きを検知可能であり、
　前記切替部は、
　　前記内視鏡情報読み取り部の出力と、前記センサの出力とに基づいて、前記内視鏡の
移動方向を判定し、
　　前記内視鏡情報読み取り部の読み取り能力を、
　　前記内視鏡が前記処理槽の内部から外部に向かう方向に移動していると判定されると
き、前記第１の読取能力にし、
　　前記内視鏡が前記処理槽の外部から内部に向かう方向に移動していると判定されると
き、前記第２の読取能力にすること
を特徴とする請求項６に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項８】
　前記センサは、前記内視鏡の重量を検知可能であり、
　前記切替部は、
　　前記内視鏡情報読み取り部の読み取り能力を、
　　前記内視鏡の重量を検知しなくなってから前記所定時間だけ前記第１の読取能力にし
、
　　前記所定時間経過後に、前記第２の読取能力にすること
を特徴とする請求項６に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項９】
　操作部と、
　前記処理槽を覆う蓋と、
　前記蓋の開閉を検知する開閉検知部と、を含み、
　前記切替部は、
　　前記操作部に接続されており、
　　前記内視鏡情報読み取り部の読み取り能力を、
　　前記開閉検知部が前記蓋の開放を検知してから前記操作部による切替指示があるまで
は前記第１の読取能力にし、
　　前記切替指示があった後、前記第２の読取能力にすること
を特徴とする請求項３に記載の内視鏡リプロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡リプロセッサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば、特開２０１０－３５６８９号公報に開示されるように、内視鏡に取り付
けられた無線タグから、近距離無線通信により、内視鏡情報を読み取るタグリーダを備え
る内視鏡洗浄装置がある。
【０００３】
　従来の内視鏡洗浄装置は、内視鏡を処理槽にセットする際、ユーザが無線タグをタグリ
ーダに近接させることにより、洗浄消毒等の再生処理の履歴を記録させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－３５６８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　しかし、従来の内視鏡洗浄装置は、再生処理が終了して処理槽から内視鏡を取り出すと
き、内視鏡に取り付けられた無線タグがタグリーダに近接すると、タグリーダは無線タグ
の内視鏡情報を読み取り、次回分の消毒対象として記録に残してしまうことがあり、次回
の消毒時に誤って入力されてしまった情報の修正が手間であった。
【０００６】
　そこで、本発明は、取り出し時に内視鏡情報が記録されることを防ぐ内視鏡リプロセッ
サを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様の内視鏡リプロセッサは、内視鏡情報を収めた内視鏡情報源を含む内視
鏡を配置する処理槽と、前記処理槽に配置された前記内視鏡を再生処理する再生処理部と
、前記内視鏡情報源から前記内視鏡情報を読み取る内視鏡情報読み取り部と、前記再生処
理部および前記内視鏡情報読み取り部への通電のオン／オフを切り替える通電部と、前記
通電部とは別体であり、前記内視鏡情報読み取り部の読取能力を第１の読取能力、または
、前記第１の読取能力よりも読取能力の高い第２の読取能力に、選択的に切替える切替部
と、を含む。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、取り出し時に内視鏡情報が記録されることを防ぐ内視鏡リプロセッサ
を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１の実施形態に係わる内視鏡リプロセッサの概略構成を説明する説明
図である。
【図２】本発明の第２の実施形態に係わる内視鏡リプロセッサの概略構成を説明する説明
図である。
【図３】本発明の第３の実施形態に係わる内視鏡リプロセッサの概略構成を説明する説明
図である。
【図４】本発明の第３の実施形態に係わる内視鏡リプロセッサのモーションセンサの構成
を説明する説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態を説明する。
【００１１】
　（第１の実施形態）
　（構成）
　図１は、本発明の第１の実施形態に係わる内視鏡リプロセッサ１の概略構成を説明する
説明図である。図１において、接続管路は実線で表され、電気配線は破線で表される。図
１において、後述する切替部５１に接続される電気配線以外の電気配線は、省略する。
【００１２】
　図１に示すように、内視鏡リプロセッサ１は、処理槽１１と、再生処理部２１と、内視
鏡情報読み取り部であるタグリーダ３１と、通電部４１と、切替部５１とを有して構成さ
れる。
【００１３】
　処理槽１１は、桶状に形成され、内部に１又は複数の、後述する内視鏡情報を収めた内
視鏡情報源を含む内視鏡Ｅを配置でき、液体を貯留できるように構成される。処理槽１１
は、蓋１２と、開閉検知部１３と、薬液導入口１４と、排液口１５と、循環口１６と、循
環ノズル１７と、コネクタ１８と、付属品ケース１９と、処理槽温度測定部Ｍとを有して
構成される。
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【００１４】
　蓋１２は、処理槽１１を覆うように、処理槽１１に対して開閉自在に構成される。
【００１５】
　開閉検知部１３は、例えば、センサまたはスイッチ等により、蓋１２の開閉を検知でき
るように構成される。開閉検知部１３は、後述する切替部５１に接続され、蓋１２の開閉
状態の情報を切替部５１に送信可能である。
【００１６】
　薬液導入口１４は後述する薬液導入部２２に接続され、排液口１５は後述する排液部２
３に接続され、循環口１６と循環ノズル１７は後述する送気送液部２４に接続される。
【００１７】
　コネクタ１８は、図１の２点鎖線で示すように、接続チューブＣを介し、内視鏡Ｅに接
続される。
【００１８】
　付属品ケース１９は、内視鏡Ｅの付属品Ａを収容可能であり、処理槽１１に貯留された
液体によって付属品Ａに対しても再生処理ができるように、メッシュ網１９ａを有して構
成される。付属品ケース１９は、後述する流路切替弁２４ａに接続される。
【００１９】
　処理槽温度測定部Ｍは、後述する制御部２５に接続され、処理槽１１に貯留された液体
の温度を測定可能である。
【００２０】
　再生処理部２１は、処理槽１１に配置された内視鏡Ｅを再生処理できるように構成され
る。再生処理部２１は、薬液導入部２２と、排液部２３と、送気送液部２４と、制御部２
５とを有して構成される。
【００２１】
　薬液導入部２２は、処理槽１１に薬液２２ａを供給可能に構成される。薬液導入部２２
は、薬液タンク２２ｂと、薬液ポンプ２２ｃとを有して構成される。
【００２２】
　薬液タンク２２ｂは、薬液導入口１４に接続される。薬液タンク２２ｂは、薬液２２ａ
を貯留可能である。薬液タンク２２ｂは、制御部２５に接続される加温部２２ｄを有して
構成され、制御部２５からの制御信号によって、薬液タンク２２ｂの薬液２２ａを加温可
能である。
【００２３】
　薬液ポンプ２２ｃは、薬液タンク２２ｂと薬液導入口１４の間に配置される。薬液ポン
プ２２ｃは、制御部２５と接続され、制御部２５からの制御信号により、薬液導入口１４
を介し、薬液タンク２２ｂの薬液２２ａを処理槽１１に供給可能である。
【００２４】
　排液部２３は、処理槽１１に貯留された液体を排液可能に構成される。排液部２３は、
開閉弁２３ａと、三方弁２３ｂとを有して構成される。
【００２５】
　開閉弁２３ａは、制御部２５に接続され、制御部２５の制御信号によって開閉可能な電
磁弁によって構成される。開閉弁２３ａは、排液口１５と、三方弁２３ｂに接続される。
開閉弁２３ａを開状態にすると、処理槽１１に貯留された液体は、排液口１５を介し、三
方弁２３ｂ方向へ排液される。
【００２６】
　三方弁２３ｂは、制御部２５に接続され、制御部２５の制御信号により、排液口１５と
薬液タンク２２ｂが連通する状態と、排液口１５と外部排液手段２３ｃが連通する状態と
を、切替可能な電磁弁によって構成される。排液口１５と薬液タンク２２ｂが連通すると
き、処理槽１１の液体は薬液タンク２２ｂに排液される。一方、排液口１５と外部排液手
段２３ｃが連通するとき、処理槽１１の液体は外部排液手段２３ｃに排液される。
【００２７】
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　送気送液部２４は、水導入弁２４ｂと、給水切替弁２４ｃと、循環ポンプ２４ｄと、流
路切替弁２４ａと、送液ポンプ２４ｅと、エアコンプレッサ２４ｆと、を有して構成され
る。水導入弁２４ｂは、外部水道栓２４ｇに接続される。
【００２８】
　水導入弁２４ｂは、制御部２５に接続され、制御部２５の制御信号により、開閉可能な
電磁弁によって構成される。水導入弁２４ｂは、給水切替弁２４ｃに接続される。水導入
弁２４ｂを開状態にすると、外部水道栓２４ｇから給水切替弁２４ｃ方向へ水が供給され
る。
【００２９】
　給水切替弁２４ｃは、制御部２５に接続され、制御部２５の制御信号により、循環ノズ
ル１７と循環口１６が連通する状態と、循環ノズル１７と水導入弁２４ｂが連通する状態
とを、選択的に切替可能な電磁弁によって構成される。循環ノズル１７と循環口１６が連
通すると、後述する循環ポンプ２４ｄにより、処理槽１１の液体を循環させることが可能
である。循環ノズル１７と水導入弁２４ｂが連通すると、外部水道栓２４ｇから供給され
る水は、循環ノズル１７を介し、処理槽１１に供給される。
【００３０】
　循環ポンプ２４ｄは、給水切替弁２４ｃと循環口１６の間に配置される。循環ポンプ２
４ｄは、制御部２５と接続され、制御部２５からの制御信号により、循環口１６から処理
槽１１の液体を取り込み、循環ノズル１７を介して液体を処理槽１１に戻すことにより、
処理槽１１の液体を循環させることが可能である。
【００３１】
　流路切替弁２４ａは、制御部２５に接続され、制御部２５の制御信号により、付属品ケ
ース１９、送液ポンプ２４ｅ及びエアコンプレッサ２４ｆが連通する状態と、コネクタ１
８、送液ポンプ２４ｅ及びエアコンプレッサ２４ｆが連通する状態とを、選択的に切替可
能な電磁弁によって構成される。付属品ケース１９、送液ポンプ２４ｅ及びエアコンプレ
ッサ２４ｆが連通すると、付属品ケース１９に対して送気送液が可能になる。一方、コネ
クタ１８、送液ポンプ２４ｅ及びエアコンプレッサ２４ｆが連通すると、コネクタ１８を
介して内視鏡Ｅに送気送液が可能になる。
【００３２】
　送液ポンプ２４ｅは、流路切替弁２４ａと循環口１６の間に配置される。流路切替弁２
４ａは、制御部２５と接続され、制御部２５からの制御信号により、循環口１６から処理
槽１１の液体を取り込み、付属品ケース１９または内視鏡Ｅに対し、液体を供給可能であ
る。
【００３３】
　エアコンプレッサ２４ｆは、流路切替弁２４ａに接続され、また、大気に接続される。
エアコンプレッサ２４ｆは、制御部２５と接続され、制御部２５からの制御信号により、
大気を取り込み、付属品ケース１９または内視鏡Ｅに対し、空気を供給可能である。
【００３４】
　制御部２５は、中央処理装置（以下「ＣＰＵ」という）２５ａと、ＲＯＭ２５ｂと、Ｒ
ＡＭ２５ｃとを有して構成される。
【００３５】
　ＣＰＵ２５ａは、ＲＯＭ２５ｂとＲＡＭ２５ｃに記憶された各種プログラムを読み込み
、実行可能である。
【００３６】
　ＲＯＭ２５ｂは、内視鏡Ｅの再生処理に関する各種プログラムが記憶される。
【００３７】
　制御部２５の機能は、ＣＰＵ２５ａがＲＯＭ２５ｂに格納された各種プログラムを実行
することによって実現される。
【００３８】
　内視鏡情報読み取り部であるタグリーダ３１は、後述する内視鏡情報源である無線タグ
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Ｇから内視鏡情報を読み取りできるように、近距離通信が可能であるＲＦＩＤ（Ｒａｄｉ
ｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）リーダによって構成される。
タグリーダ３１は、送信部３２と、受信部３３と、アンテナ３４とを有して構成される。
【００３９】
　送信部３２は、アンテナ３４を介し、内視鏡Ｅに紐Ｓ等によって取り付けられた無線タ
グＧに対し、エネルギー波である電磁波を送信する回路である。
【００４０】
　受信部３３は、アンテナ３４を介し、内視鏡情報源から送られてきた情報を受信する回
路である。ここでいう内視鏡情報源から送られてきた情報とは、内視鏡情報源から自発的
に発せられる信号であっても、前記送信部が送ったエネルギー波が内視鏡情報源に到達し
内視鏡情報源から返される反射波であってもいずれであってもよい。本実施例では受信部
３３は内視鏡情報源である無線タグＧから送信される反射波を受信する回路である。
【００４１】
　内視鏡情報源である無線タグＧには、型式またはシリアル番号等の識別情報を含んで構
成される内視鏡情報が記憶される。タグリーダ３１から電磁波が受信されると、無線タグ
Ｇは、内視鏡情報含む反射波をタグリーダ３１に送信する。
【００４２】
　反射波は、内視鏡情報を含む電磁波によって構成される。反射波は、タグリーダ３１か
ら送信される電磁波に対し、無線タグＧが内視鏡情報を付加して反射させるものを含み、
また、タグリーダ３１から送信される電磁波を受け、無線タグＧが内視鏡情報を含む応答
用信号を生成し、応答用信号を応答波として送信するものも含む。
【００４３】
　なお、タグリーダ３１と無線タグＧの通信方式は、例えば、電磁結合方式、電磁誘導方
式または電波方式等の方式であり、これ以外の通信方式であっても構わない。
【００４４】
　通電部４１は、スイッチを有して構成され、再生処理部２１および内視鏡情報読み取り
部への通電のオン／オフを切替可能である。通電部４１は、再生処理部２１と、内視鏡情
報読み取り部とに接続され、さらに外部電源に接続される。通電部４１は、外部電源から
、再生処理部２１と、内視鏡情報読み取り部とに対し、電力を供給可能であり、また、通
電状態のオン／オフを切替可能である。
【００４５】
　切替部５１は、内視鏡情報読み取り部の読取能力を切替可能な回路である。切替部５１
は、タイマ５２を有して構成される。切替部５１は、開閉検知部１３と、内視鏡情報読み
取り部と、制御部２５とに接続される。
【００４６】
　切替部５１は、通電部４１とは別体であり、内視鏡情報読み取り部であるタグリーダ３
１の読取能力を、第１の読取能力、または、第１の読取能力よりも読取能力の高い第２の
読取能力に、選択的に切替可能である。より具体的には、切替部５１は、送信部３２の送
信出力を、第１の出力、または、第１の出力よりも高い第２の出力に、選択的に切り替え
可能である。
【００４７】
　また、切替部５１は、受信部３３の受信感度を第１の感度、または、第１の感度よりも
高い第２の感度に、選択的に切り替え可能である。
【００４８】
　第１の読取能力は、無線タグＧがタグリーダ３１に近接しても、タグリーダ３１が無線
タグＧに記憶された内視鏡情報を読み取ることができない程度の読取能力である。第１の
読取能力は、送信部３２の送信出力を第１の出力に切り替える、または、受信部３３の受
信感度を第１の感度としての０に切り替えることにより実現される。
【００４９】
　送信部３２の送信出力は、送信部３２がアンテナ３４に対して供給する電力の出力であ
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る。送信部３２の送信出力が第１の出力に切り替えられると、無線タグＧがタグリーダ３
１に近接しても、無線タグＧは、送信部３２から送信される電磁波を受信することができ
ない。これにより、無線タグＧがタグリーダ３１に近接しても、受信部３３は、無線タグ
Ｇに記憶された内視鏡情報を読み取らない。
【００５０】
　受信部３３の受信感度が０に切り替えられたとき、無線タグＧがタグリーダ３１に近接
しても、受信部３３は無線タグＧに記憶された内視鏡情報を読み取らない。
【００５１】
　第１の送信出力は、好ましくは０～７０ｍＷであり、より好ましくは０～５０ｍＷであ
る。なお、第１の送信出力は、出力が０であることを含む。
【００５２】
　一方、第２の読取能力は、無線タグＧがタグリーダ３１に近接すると、タグリーダ３１
が無線タグＧに記憶された内視鏡情報を読み取ることができる程度の読取能力である。第
２の読取能力は、送信部３２の送信出力を第２の出力に切り替えるか、または、受信部３
３の受信感度を第２の感度に切り替えることにより実現される。
【００５３】
　送信部３２の送信出力が第２の出力に切り替えられるか、または受信部３３の受信感度
が第２の感度に切り替えられると、タグリーダ３１に近接した無線タグＧは、送信部３２
から送信される電磁波を受信し、タグリーダ３１に反射波を送信する。受信部３３は、反
射波を受信し、反射波に含まれる内視鏡情報を抽出し、内視鏡情報を切替部５１に送信す
る。
【００５４】
　第２の送信出力は、好ましくは１～３２０ｍＷであり、より好ましくは８０～３２０ｍ
Ｗであり、更に好ましくは１００～３００ｍＷである。
【００５５】
　切替部５１は、送信出力を、再生処理部２１における再生処理が終了してから所定時間
Ｔは第１の出力にし、所定時間Ｔ経過後に第２の出力にする。より具体的には、切替部５
１は、送信出力を、再生処理部２１における再生処理が終了した後、開閉検知部１３が蓋
１２の開放を検知してから所定時間Ｔは第１の出力にし、所定時間Ｔ経過後に第２の出力
にする。
【００５６】
　または、切替部５１は、受信感度を、再生処理部２１における再生処理が終了してから
所定時間Ｔは第１の感度にし、所定時間Ｔ経過後に第２の感度にする。より具体的には、
切替部５１は、受信感度を、再生処理部２１における再生処理が終了した後、開閉検知部
１３が蓋１２の開放を検知してから所定時間Ｔは第１の感度にし、所定時間Ｔ経過後に第
２の感度にする。
【００５７】
　タイマ５２は、再生処理部２１における再生処理が終了してから所定時間Ｔ経過するま
で駆動するように構成される。より具体的には、タイマ５２は、再生処理部２１において
内視鏡Ｅの再生処理が終了した後、開閉検知部１３が蓋１２の開放を検知してから、所定
時間Ｔ経過するまで駆動するように構成される。
【００５８】
　所定時間Ｔは、内視鏡Ｅの再生処理が終了した後、開閉検知部１３が蓋１２の開放を検
知してから、全ての内視鏡Ｅを取り出し終わるまでの想定される時間に予め設定される。
なお、所定時間Ｔは、図示しない操作部を介し、ユーザによって設定されても構わない。
なお、所定時間Ｔは、全ての内視鏡Ｅを取り出し終わるまでの想定される時間に加えて、
予備の時間を加えて設定されても構わない。
【００５９】
　これにより、内視鏡リプロセッサ１は、内視鏡Ｅを処理槽１１にセットする際、タグリ
ーダ３１によって内視鏡Ｅの再生処理の履歴の記録が可能であり、内視鏡Ｅの処理が終了
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した後、処理後の内視鏡Ｅを取り出すために蓋１２を開けてから全ての内視鏡Ｅを取り出
すまでの所定時間Ｔだけ、タグリーダ３１に無線タグＧが近接してもタグリーダ３１は無
線タグＧの内視鏡情報を読み取らない。そして、所定時間Ｔ経過後は、次回の内視鏡Ｅの
再生処理の履歴の記録に備え、タグリーダ３１は、近接した無線タグＧの内視鏡情報を読
み取れるようになる。
【００６０】
　上述の第１の実施形態によれば、内視鏡Ｅの再生処理終了後、所定時間Ｔだけタグリー
ダ３１が無線タグＧの内視鏡情報を読み取らなくなる。
【００６１】
　（第１の実施形態の変形例１）
　上述の第１の実施形態では、内視鏡情報源は、無線タグＧであり、内視鏡情報読み取り
部は、無線タグＧの内視鏡情報を読み取るタグリーダ３１によって構成されるが、内視鏡
情報源は、バーコード付タグＧａであり、内視鏡情報読み取り部は、バーコード付タグＧ
ａのバーコードを読み取るバーコードリーダ３１ａであっても構わない。
【００６２】
　バーコードリーダ３１ａは、送信部３２ａと受信部３３ａを有し、送信部３２ａからエ
ネルギー波である光をバーコードに照射し、バーコードから返ってきた光の反射波を受信
部３３ａによって受信し、内視鏡情報を読み取り可能である。
【００６３】
　これにより、内視鏡リプロセッサ１は、内視鏡Ｅを処理槽１１にセットする際、バーコ
ードリーダ３１ａによって内視鏡Ｅの再生処理の履歴の記録が可能であり、内視鏡Ｅの処
理が終了した後、処理後の内視鏡Ｅを取り出すために蓋１２を開けてから全ての内視鏡Ｅ
を取り出すまでの所定時間Ｔだけ、バーコードリーダ３１ａにバーコード付タグＧａが近
接してもバーコードリーダ３１ａはバーコード付タグＧａの内視鏡情報を読み取らない。
そして、所定時間Ｔ経過後は、次回の内視鏡Ｅの再生処理の履歴の記録に備え、バーコー
ドリーダ３１ａに近接したバーコード付タグＧａの内視鏡情報を読み取れるようになる。
【００６４】
　この構成によれば、内視鏡Ｅの再生処理終了後、所定時間Ｔだけバーコードリーダ３１
ａが無線タグＧの内視鏡情報を読み取らなくなる。
【００６５】
　（第１の実施形態の変形例２）
　上述の第１の実施形態の変形例２では、内視鏡情報源は、バーコード付タグＧａであり
、内視鏡情報読み取り部は、バーコードリーダ３１ａによって構成されるが、内視鏡情報
源は、２次元バーコード付タグＧｂであり、内視鏡情報読み取り部は、２次元バーコード
リーダ３１ｂであっても構わない。
【００６６】
　２次元バーコードリーダ３１ｂは、２次元バーコードを撮像可能な受信部３３ｂを有し
、２次元バーコードから返ってきた外部光源の反射波を受信部３３ｂによって受信するこ
とによって２次元バーコードを撮像し、内視鏡情報を読み取り可能である。
【００６７】
　この構成によれば、内視鏡Ｅの再生処理終了後、所定時間Ｔだけ２次元バーコードリー
ダ３１ｂが２次元バーコード付タグＧｂの内視鏡情報を読み取らなくなる。
【００６８】
　（第２の実施形態）
　第１の実施形態、第１の実施形態の変形例１及び第１の実施形態の変形例２においては
、切替部５１は、送信出力または再生処理部２１の再生処理が終了してから所定時間Ｔは
第１の出力にし、所定時間Ｔ経過後に第２の出力にするか、または、受信感度を再生処理
部２１の再生処理が終了してから所定時間Ｔは第１の感度にし、所定時間Ｔ経過後に第２
の感度にするように構成されると述べた。しかし、切替部５１は、送信出力を、再生処理
部２１における再生処理が終了したとき、第１の出力にし、操作部による切替指示があっ
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たとき、第２の出力にするか、または受信感度を再生処理部２１における再生処理が終了
したとき、第１の感度にし、操作部による切替指示があったとき、第２の感度にするよう
に構成されてもよい。
【００６９】
　図２は、本発明の第２の実施形態に係わる内視鏡リプロセッサ１ａの概略構成を説明す
る説明図である。図２において、接続管路は実線で表され、電気配線は破線で表される。
図２において、切替部５１に接続される電気配線以外の電気配線は、省略する。
【００７０】
　次に本発明の第２の実施形態について説明をする。第２の実施形態の説明では、第１の
実施形態と同じ構成要素については同じ符号を付し、説明を省略する。
【００７１】
　第２の実施形態における内視鏡リプロセッサ１ａは、操作部である切替ボタン６１を有
して構成される。切替ボタン６１は、切替部５１に接続される。
【００７２】
　切替部５１は、送信出力を、再生処理部２１における再生処理が終了したとき第１の出
力にし、切替ボタン６１による切替指示があったとき、第２の出力にするか、または受信
感度を、再生処理部２１における再生処理が終了したとき第１の感度にし、切替ボタン６
１による切替指示があったとき、第２の感度にする。
【００７３】
　ユーザは、切替ボタン６１を介し、切替指示を入力することにより、送信出力を第１の
出力から第２の出力に切り替えるか、または受信感度を第１の感度から第２の感度に切り
替えることが可能である。
【００７４】
　これにより、内視鏡リプロセッサ１ａは、内視鏡Ｅを処理槽１１にセットする際、タグ
リーダ３１によって内視鏡Ｅの再生処理の履歴の記録が可能であり、内視鏡Ｅの処理が終
了した後、切替ボタン６１によって切替指示が入力されるまで、タグリーダ３１に無線タ
グＧが近接してもタグリーダ３１は無線タグＧの内視鏡情報を読み取らない。そして、切
替指示入力後は、次回の内視鏡Ｅの再生処理の履歴の記録に備え、タグリーダ３１は、近
接した無線タグＧの内視鏡情報を読み取れるようになる。
【００７５】
　上述の第２の実施形態によれば、内視鏡Ｅの再生処理終了後、切替指示を入力するまで
タグリーダ３１は無線タグＧの内視鏡情報を読み取らず、内視鏡Ｅを取り出す時間を気に
することなく、取出し時に内視鏡情報が記録されることを防ぐ内視鏡リプロセッサ１ａを
提供可能である。
【００７６】
　（第３の実施形態）
　切替部５１は、送信出力または受信感度を、内視鏡Ｅの動き検知するモーションセンサ
７１の検知結果によって切り替えるように構成されてもよい。
【００７７】
　図３は、本発明の第３の実施形態に係わる内視鏡リプロセッサ１ｂの概略構成を説明す
る説明図である。図３において、接続管路は実線で表され、電気配線は破線で表される。
図３において、切替部５１に接続される電気配線以外の電気配線は、省略する。図４は、
本発明の第３の実施形態に係わる内視鏡リプロセッサ１ｂのモーションセンサ７１の構成
を説明する説明図である。次に本発明の第３の実施形態について説明をする。第３の実施
形態の説明では、第２の実施形態と同様に、第１の実施形態と同じ構成要素については同
じ符号を付し、説明を省略する。
【００７８】
　第３の実施形態における内視鏡リプロセッサ１ｂは、内視鏡Ｅの動きを検知可能である
モーションセンサ７１を有して構成される。
【００７９】
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　モーションセンサ７１は、内視鏡または人の手の動きが、処理槽の内部から外部に向か
う方向に移動している場合と、処理槽の外部から内部に向かう方向に移動している場合と
を区別することができる。
【００８０】
　モーションセンサ７１が、内視鏡または人の手の動きが処理槽の内部から外部に向かう
方向に移動していると判断した場合には、切替部は内視鏡情報読み取り部の読み取り能力
を第１の読取能、つまり、送信部の送信出力を第１の出力にするか、または受信部の受信
感度を第１の感度にする。
【００８１】
　モーションセンサ７１が、内視鏡または人の手の動きが処理槽の外部から内部に向かう
方向に移動していると判断した場合には、切替部は内視鏡情報読み取り部の読み取り能力
を第２の読取能、つまり、送信部の送信出力を第２の出力にするか、または受信部の受信
感度を第２の感度にする。
【００８２】
　センサであるモーションセンサ７１は、内視鏡リプロセッサ１ｂにおいて、タグリーダ
３１よりも外方に配置される外側検知センサ７２と、タグリーダ３１よりも内方に配置さ
れる内側検知センサ７３とを有して構成してもよい。外側検知センサ７２および内側検知
センサ７３の各々は、例えば、赤外線又は超音波等により、内視鏡Ｅが近接したことを検
知できるように構成される。外側検知センサ７２および内側検知センサ７３の各々は、切
替部５１に接続され、内視鏡Ｅが近接したことを検知すると、オン状態になり、オン状態
であることを示す信号を切替部５１に送信する。
【００８３】
　切替部５１は、外側検知センサ７２、内側検知センサ７３及びタグリーダ３１の各出力
に基づいて、内視鏡Ｅの移動方向を検知し、内視鏡Ｅを処理槽１１から取り出す際の取出
しフェーズであるか、内視鏡Ｅを処理槽１１にセットする際のセットフェーズにあるか、
を判定する。
【００８４】
　図４は、内視鏡リプロセッサ１ｂを上方から上面視した図である。
【００８５】
　次のいずれかの場合に、切替部５１は、内視鏡Ｅが外方に移動していると検知し、取出
しフェーズであると判定する。　
　Ａ．内側検知センサ７３がオン状態にされた後、タグリーダ３１によって無線タグＧの
内視鏡情報が読み込まれた場合。　
　Ｂ．タグリーダ３１によって無線タグＧの内視鏡情報が読み込まれた後、外側検知セン
サ７２がオン状態にされた場合。　
　Ｃ．内側検知センサ７３がオン状態にされた後、外側検知センサ７２がオン状態にされ
た場合。
【００８６】
　一方、次のいずれかの場合に、切替部５１は、内視鏡Ｅが内方に移動していると検知し
、セットフェーズであると判定する。　
　ａ．外側検知センサ７２がオン状態にされた後、タグリーダ３１によって無線タグＧの
内視鏡情報が読み込まれた場合。　
　ｂ．　タグリーダ３１によって無線タグＧの内視鏡情報が読み込まれた後、内側検知セ
ンサ７３がオン状態にされた場合。　
　ｃ．　外側検知センサ７２がオン状態にされた後、内側検知センサ７３がオン状態にさ
れた場合。
【００８７】
　切替部５１は、送信出力を、内視鏡Ｅが外方に移動して取出しフェーズにあると判定さ
れるとき第１の出力にし、内視鏡Ｅが内方に移動してセットフェーズにあると判定される
とき第２の出力にするか、または受信感度を内視鏡Ｅが外方に移動して取出しフェーズに
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あると判定されるとき第１の感度にし、内視鏡Ｅが内方に移動してセットフェーズにある
と判定されるとき第２の感度にする。
【００８８】
　これにより、内視鏡リプロセッサ１ｂは、内視鏡Ｅの移動方向を検知し、内視鏡Ｅの移
動方向から、取出しフェーズまたはセットフェーズのいずれのフェーズであるかを判定可
能である。内視鏡リプロセッサ１ｂは、内視鏡Ｅを処理槽１１にセットする際には、タグ
リーダ３１によって内視鏡Ｅの再生処理の履歴の記録が可能であり、内視鏡Ｅを処理槽１
１から取り出す際には、タグリーダ３１に無線タグＧが近接してもタグリーダ３１は無線
タグＧの内視鏡情報を読み取らない。
【００８９】
　上述の第３の実施形態によれば、内視鏡Ｅを処理槽１１にセットする際には内視鏡Ｅの
再生処理の履歴を記録可能であり、内視鏡Ｅを処理槽１１から取り出す際にはタグリーダ
３１が無線タグＧの内視鏡情報を読み込まず、取出し時に内視鏡情報が記録されることを
防ぐ内視鏡リプロセッサ１ｂを提供可能である。
【００９０】
　（第３の実施形態の変形例）
　上述の第３の実施形態では、内視鏡リプロセッサ１ｂは、モーションセンサ７１を有し
て構成されるが、重量センサ７４を有して構成されても構わない。次に本発明の第３の実
施形態の変形例について説明をする。第３の実施形態の変形例の説明では、第３の実施形
態の説明と重複する箇所については、説明を省略する。
【００９１】
　第３の実施形態の変形例における内視鏡リプロセッサ１ｂは、図３の２点鎖線で示すよ
うに、重量センサ７４を有して構成される。
【００９２】
　センサである重量センサ７４は、処理槽１１の下部に配置され、セットされた内視鏡Ｅ
の重量を検知できるように構成される。重量センサ７４は、切替部５１に接続される。
【００９３】
　処理槽１１に内視鏡Ｅがセットされると、重量センサ７４は、検知した重量に基づいて
内視鏡Ｅが処理槽１１にセットされたことを検知し、内視鏡Ｅが処理槽１１にセットされ
ていることを示す情報を切替部５１に送信する。一方、処理槽１１から内視鏡Ｅが取り外
されると、重量センサ７４は、検知した重量に基づいて内視鏡Ｅが取り外されたことを検
知し、内視鏡Ｅが取り外されたことを示す情報を切替部５１に送信する。
【００９４】
　切替部５１は、重量センサ７４の出力に基づいて、内視鏡Ｅが処理槽１１にセットされ
ているとき、及び、内視鏡Ｅが無くなってから所定時間Ｔ１経過するまでを取出しフェー
ズと判定し、内視鏡Ｅが無くなってから所定時間Ｔ１経過後をセットフェーズと判定する
。
【００９５】
　切替部５１は、送信出力を、取出しフェーズにあると判定されるとき第１の出力にし、
セットフェーズにあると判定されるとき、第２の出力にするか、または受信感度を取出し
フェーズにあると判定されるとき第１の感度にし、セットフェーズにあると判定されると
き、第２の感度にする。すなわち、切替部５１は、送信出力を、内視鏡Ｅが無くなってか
ら所定時間Ｔ１経過するまでは第１の出力にし、所定時間Ｔ１経過後に第２の出力にする
か、または受信感度を、内視鏡Ｅが無くなってから所定時間Ｔ１経過するまでは第１の感
度にし、所定時間Ｔ１経過後に第２の感度にする。
【００９６】
　これにより、内視鏡リプロセッサ１ｂは、重量センサ７４によって内視鏡Ｅの有無を検
知し、取出しフェーズまたはセットフェーズのいずれのフェーズであるかを判定可能であ
る。内視鏡リプロセッサ１ｂは、内視鏡Ｅを処理槽１１にセットする際には、タグリーダ
３１によって内視鏡Ｅの再生処理の履歴の記録が可能であり、内視鏡Ｅを処理槽１１から
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取り出す際には、タグリーダ３１に無線タグＧが近接してもタグリーダ３１は無線タグＧ
の内視鏡情報を読み取らない。
【００９７】
　上述の第３の実施形態によれば、内視鏡Ｅを処理槽１１にセットする際には内視鏡Ｅの
再生処理の履歴を記録可能であり、内視鏡Ｅを処理槽１１から取り出す際にはタグリーダ
３１が無線タグＧの内視鏡情報を読み込まず、取出し時に内視鏡情報が記録されることを
防ぐ内視鏡リプロセッサ１ｂを提供可能である。
【００９８】
　上述の第１の実施形態、第１の実施形態の変形例１、第１の実施形態の変形例２、第２
の実施形態、第３の実施形態及び第３の実施形態の変形例（以下「第１の実施形態等」と
いう）によれば、取出し時に内視鏡情報が記録されることを防ぐ内視鏡リプロセッサ１、
１ａ、１ｂを提供することができる。
【００９９】
　なお、本実施形態等においては、切替部５１は、回路によって構成されるが、制御部２
５のＲＯＭ２５ｂに切替処理に関するプログラムを格納し、制御部２５のＣＰＵ２５ａに
よって切替部５１の機能を実現する構成にされても構わない。
【０１００】
　なお、本実施形態等においては、内視鏡Ｅを処理槽１１から取り出す際、切替部５１が
通電部４１に対して制御信号を送信し、通電部４１に内視鏡情報読み取り部の電源をオフ
にさせても構わない。
【０１０１】
　なお、本実施形態等においては、内視鏡Ｅを処理槽１１から取り出す際、切替部５１は
、送信出力を、第１の出力にするか、または受信感度を第１の感度にするが、切替部５１
は、受信部３３によって読み込まれた無線タグＧの内視鏡情報を無効データとして処理す
るように構成されても構わないし、受信部３３によって読み込まれた内視鏡情報を破棄す
るように構成されても構わない。
【０１０２】
　なお、内視鏡リプロセッサ１、１ａ、１ｂは、汚染された内視鏡Ｅ、又は、内視鏡付属
品Ａの再生処理を行う装置である。ここでいう再生処理とは、特に限定されるものではな
く、水によるすすぎ、有機物等の汚れを落とす洗浄、所定の微生物を無効かする消毒、全
ての微生物を排除、もしくは、死滅させる滅菌、又は、これらの組み合わせのいずれであ
ってもよい。
【０１０３】
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範囲
において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【０１０４】
１　　 内視鏡リプロセッサ
１ａ　 内視鏡リプロセッサ
１ｂ　 内視鏡リプロセッサ
１１　 処理槽
１２　 蓋
１３　 開閉検知部
１４　 薬液導入口
１５　 排液口
１６　 循環口
１７　 循環ノズル
１８　 コネクタ
１９　 付属品ケース
１９ａ メッシュ網
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２１　 再生処理部
２２　 薬液導入部
２２ａ 薬液
２２ｂ 薬液タンク
２２ｃ 薬液ポンプ
２２ｄ 加温部
２３　 排液部
２３ａ 開閉弁
２３ｂ 三方弁
２３ｃ 外部排液手段
２４　 送気送液部
２４ａ 流路切替弁
２４ｂ 水導入弁
２４ｃ 給水切替弁
２４ｄ 循環ポンプ
２４ｅ 送液ポンプ
２４ｆ エアコンプレッサ
２４ｇ 外部水道栓
２５　 制御部
２５ａ ＣＰＵ
２５ｂ ＲＯＭ
２５ｃ ＲＡＭ
３１　 タグリーダ
３１ａ バーコードリーダ
３１ｂ ２次元バーコードリーダ
３２　 送信部
３２ａ 送信部
３３　 受信部
３３ａ 受信部
３３ｂ 受信部
３４　 アンテナ
４１　 通電部
５１　 切替部
５２　 タイマ
６１　 切替ボタン
７１　 モーションセンサ
７２　 外側検知センサ
７３　 内側検知センサ
７４　 重量センサ
Ａ　　 付属品
Ｃ　　 接続チューブ
Ｅ　　 内視鏡
Ｍ　　 処理槽温度測定部
Ｓ　　 紐
Ｔ　　 所定時間
Ｔ１　 所定時間
Ｇ　　 無線タグ
Ｇａ　 バーコード付タグ
Ｇｂ　 ２次元バーコード付タグ
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